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(54)【発明の名称】 内視鏡用処置具

(57)【要約】        （修正有）
【課題】可撓性シースに汚物が付着し難くてしかも洗浄
し易く、外径を細く形成することができてしかも曲がり
癖が付き難い内視鏡用処置具を提供すること。
【解決手段】可撓性シース１を超弾性合金製パイプによ
って形成した。可撓性シース１は、例えばニッケル－チ
タン系等の超弾性合金性パイプによって形成されてい
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】操作ワイヤが軸線方向に進退自在に可撓性
シース内に挿通配置された内視鏡用処置具において、
上記可撓性シースを超弾性合金製パイプによって形成し
たことを特徴とする内視鏡用処置具。
【請求項２】上記超弾性合金が、ニッケル－チタン合金
である請求項１記載の内視鏡用処置具。
【請求項３】上記操作ワイヤによって開閉駆動される鉗
子部材が上記可撓性シースの先端に配置されている請求
項１又は２記載の内視鏡用処置具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルに挿通して使用される内視鏡用処置具に
関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡用処置具の多くは、可撓性シース
の先端に取り付けられた先端作動部を作動させるための
操作ワイヤが、可撓性シース内に軸線方向に進退自在に
挿通配置された構造になっており、可撓性シースとして
は、ステンレス鋼線を一定の径で螺旋状に巻いたコイル
パイプ、又は四フッ化エチレン樹脂チューブ等の可撓性
チューブが用いられている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしコイルパイプ
は、隣り合う線材間の隙間に汚物が付着し易いうえに、
洗浄液を流してもそれを容易に洗浄することができない
ので不衛生になり易い。
【０００４】一方、可撓性チューブは腰が弱いため、肉
厚をある程度以上に厚くせざるを得ないので外径が太く
なってしまう。また、曲がり癖が付き易いので、先端部
分を内視鏡から突出させたとき方向が安定せず、目的部
位に誘導し難い場合がある。
【０００５】そこで本発明は、可撓性シースに汚物が付
着し難くてしかも洗浄し易く、外径を細く形成すること
ができてしかも曲がり癖が付き難い内視鏡用処置具を提
供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用処置具は、操作ワイヤが軸線方向
に進退自在に可撓性シース内に挿通配置された内視鏡用
処置具において、可撓性シースを超弾性合金製パイプに
よって形成したものである。
【０００７】なお、超弾性合金が、ニッケル－チタン合
金であってもよく、操作ワイヤによって開閉駆動される
鉗子部材が可撓性シースの先端に配置されていてもよ
い。
【０００８】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施の形
態を説明する。図２は内視鏡の処置具挿通チャンネルに
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通して使用される内視鏡用生検鉗子を示しており、可撓
性シース１は、例えばニッケル－チタン系等の超弾性合
金製パイプによって形成されている。
【０００９】可撓性シース１内には、操作ワイヤ２が軸
線方向に進退自在に全長にわたって挿通配置されてお
り、操作ワイヤ２を手元側から軸線方向に進退させるこ
とによって、可撓性シース１の先端側に配置された一対
の鉗子片３ａ，３ｂが開閉駆動される。
【００１０】可撓性シース１の手元側端部（基端部）に
は、操作ワイヤ２を進退操作するための操作部１０が連
結されており、可撓性シース１内に液体を注入するため
の例えばルアーロック口金状の注入口金１１が、可撓性
シース１と操作部１０との連結部近傍に設けられてい
る。
【００１１】図１は、鉗子片３ａ，３ｂが配置された可
撓性シース１の先端部分を示しており、可撓性シース１
の先端に連結固着された先端支持枠４は、スリット４１
によって先側半部がフォーク状に大きく分割された形状
に形成されている。
【００１２】一対の鉗子片３ａ，３ｂには、各々駆動レ
バー５ａ，５ｂが一体に連結形成されている。そして、
スリット４１を横断するように先端支持枠４の先端付近
に取り付けられた支軸９が、鉗子片３ａ，３ｂと駆動レ
バー５ａ，５ｂとの境界部分に形成された孔８に通され
ていて、一対の鉗子片３ａ，３ｂが支軸９を中心にして
嘴状に開閉する。
【００１３】操作ワイヤ２として、ステンレス鋼線の撚
り線又は単線からなる二本のワイヤ２ａ，２ｂが可撓性
シース１内に並べて配置されており、その二本のワイヤ
２ａ，２ｂの先端が、可撓性シース１の先端から前方に
突出して、駆動レバー５ａ，５ｂの後端付近に形成され
た小孔６ａ，６ｂに係合している。
【００１４】このような構成により、操作部１０におい
て操作ワイヤ２を進退操作すると、ワイヤ２ａ，２ｂの
先端に連結された駆動レバー５ａ，５ｂが支軸９を中心
に回動し、それによって鉗子片３ａ，３ｂが嘴状に開閉
する。
【００１５】このように構成された内視鏡用生検鉗子に
おいては、可撓性シース１が、超弾性合金製パイプによ
って形成されているので、薄い肉厚（例えば０．１～
０．２ｍｍ）でも充分に腰があって振らつかず、しかも
弾性限界が非常に大きいので曲がり癖が付き難い。
【００１６】ニッケル－チタン系超弾性合金の歪み率は
５～８％程度であり、例えば可撓性シース１の外径が２
ｍｍ程度の場合、半径１０ｍｍ程度の曲率半径で曲げて
も、外力が除かれれば元の真っ直ぐな状態に戻る。
【００１７】そして、可撓性シース１全体を凹凸のない
滑らかなパイプによって形成することができるので、可
撓性シース１に汚物が付着し難く、汚物が付着した場合
には注入口金１１から可撓性シース１内に洗浄液を流し
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込んで、図１に矢印Ａで示されるように可撓性シース１
の先側から排出させて、容易に洗浄することができる。
【００１８】また、可撓性シース１の肉厚を非常に薄く
形成することが可能なので、内側に洗浄液を流すスペー
スを確保するのと同時に、外径を細く形成して挿入性を
向上させることができる。
【００１９】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、鉗子片３ａ，３ｂの開閉機構はパンタグラ
フ状のリンク機構等であっても差し支えなく、また、本
発明を、例えば内視鏡用の把持鉗子や鋏鉗子等のような
各種内視鏡用鉗子類や内視鏡用把持具或いは測長具等の
ように、可撓性シース内に操作ワイヤが挿通配置された
構成をとる各種内視鏡用処置具に広く適用することがで
きる。
【００２０】 *
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*【発明の効果】本発明によれば、可撓性シースを超弾性
合金製パイプによって形成したことにより、外径を細く
形成することができてしかも曲がり癖が付き難く、さら
に汚物が付着し難くてしかも洗浄し易いという極めて優
れた効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡用生検鉗子の先端部分
の側面断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡用生検鉗子の全体構成
図である。
【符号の説明】
１  可撓性シース
２  操作ワイヤ
３ａ，３ｂ  鉗子片

【図１】

【図２】
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